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第７講：貨幣
（第１６章）

貨幣の果たす役割にはどのようなものがある
か？

貨幣はどのような動機から人々によって保有
され（得る）か？

貨幣の供給はどのように行われているとされ
ているか？



７．１貨幣の機能と需要動機（１６－１・３）

手段（機能） 動機（目的） 貨幣需要

(1) 交換 （支払）--- (a)取引的--- ①取引需要

前提：一般受容性（「欲望の二重の一致」「欲望の二重の一致」））

(2) 価値尺度 --- 全て --- 全て

(3) 価値保蔵 --- (b)予備的 --- ②資産需要

(c) 投機的 --- ②〃



☆数量方程式【ケンブリッジ方程式】

（貨幣数量説を基礎とする）

（名目）所得に 貨幣（取引）需要が比例

マーシャルのｋ

☆フィッシャーの交換方程式

MMV＝PPT
貨幣流通量 （貨幣供給量 × 貨幣の流通速度）

＝名目取引量

（一般物価水準 × 実質（もので数えた）取引量）

※これは貨幣市場の「均衡」を表現している。

※交換方程式の両辺に（Y／T）をかけ、（ VY／T ）の逆数を

ｋとおくと、数量方程式が求められる。

７．２(a)取引動機：①取引需要（１６－１・３）

kPYM D ≡



７．３(c) 投機的（ (b)予備的 ）動機：②資産需要（１６－１・３）

☆資産の流動性

①本来的価値の実現の容易さ

②リスクの小ささ ⇒ 流動性選好説

安全資産と危険資産の選択安全資産と危険資産の選択

例： コンソル債（永久利付債券）需要と貨幣需要の選択

仮定 コンソル債は毎期ｃ円の利息を生む。

Pの価格で売買される。

別の（一期満期の）債券はi の利子率とする。

（コンソル債による総配当の現在価値）
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利子率の上昇 ⇒ コンソル債価格の低下

⇒ コンソル債需要の増大

⇒ 貨幣需要（投機的動機）の減少

利子率の減少関数

７．３ (c) 投機的（ (b)予備的 ）動機：②資産需要

利子率

流動性のわな＝貨幣需要の
利子弾力性が無限大
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7.2・7.3をまとめて ⇒ 貨幣需要関数),( PYiLM D ≡



７．４貨幣の種類（１６－１）



７．４貨幣の種類（１６－１）
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流通通貨

普通預金・当座預金

準通貨 定期預金

ＣＤ ＣＤ（譲渡性預金）
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